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  へ
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水
分
十
五
ー
十
六
パ

ー
セ
ン
ト
。
 

整
粒
七
五
パ

ー
セ
ン
ト
以
上
。
 

死
米
混
入
比
七
パ

ー
セ
ン
ト
以
下
。
 

一
等
米
を
得
る
た
め
の
必
要
条
件
だ
。
 

十
月
九
日
、
水
稲
農
家
の
見
守
る
中
、
 

今
年
度
産
米
の
初
検
査
が
行
わ
れ
た
。
 

食
糧
事
務
所
検
査
官
の
厳
し
い
チ
ェ

ッ
ク
を
終
え
、
 一
等
米
と
な
っ
た
三
類

米
地
域
二
年
目
の
金
木
産
ア
ギ
ヒ
カ
リ
。
 

一
等
米
比
率
が
九
五
・
ニ
パ

ー
セ
ン

ト
と
な
リ
収
量
と
合
わ
せ
て
名
実
と
も

に
大
豊
作
と
な
っ
た
昨
年
と
は
比
較

に

な
ら
な
い
今
年
の
作
況

の
中
で
、
幸
先

の
良
い
ス
タ

ー
ト
を
切
っ
た
。
 

一
年
の
汗
の
結
晶
が
本
番
を
迎
え
た

調
整
作
業
で
大
き
く
左
右
さ
れ
る
と
い

う
】
等
米
比
率
は
、
三
類
米
地
域
に
も

影
響
す
る
。
 

一
等
米
を

一
目
見
よ
う
と
集
ま
っ
た

農
家
の
目
も
真
剣
だ
。
 

今
年
は
“
量
よ
り
質
ク
の
米
づ
く
り

が

一
段
と
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
に

違
い
な
い
。
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一
等
米
に
見
入
る
農
家
ー
金
木
農
協
倉
庫
で
の
初
検
査
。
 

① 金木だより（第246号） 



町
村
合
併
後
十
代
目
金
木
町
長
に
 

大

橋
忠
勝

氏
 

次 
点 

"Im川―川III 金木だより ② 

十
月
十
日
執
行
さ
れ
た
任
期

満
了

（
十月
三
十
日
）
に
伴
う

金
木
町
長
選
挙
は
、
即
日
開
票

の
結
果
、
元
職
大
橋
忠
勝
氏

（
 

五
十
歳
）
I
写
真
が
現
職
の
古

川
竹
夫
氏

（
五
十九
歳
）
に
四

百
八
十
三
票
の
差
を
つ
け
て
当
 
 選

し
ま
し
た
。
 

当
選
し
た
大
橋
氏
は
、
昭
和

四
十
九
年
四
月
十
九
日
か
ら
昭

和
五
十
五
年
一
月
四
日
ま
で
町

長
を
二
期
務
め
、
今
回
、
町
村

合
併
後
十
代
目
の
町
長
と
し
て
 
 

有
効
利
用
が
生
か
さ
れ
た

海
洋
セ
ン
タ
ー
 

十
月
二
十

一
日
か
ら
就
任
し
ま

す
。
 

開
票
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
 

当
選
 
大
 
橋
 
忠
 
勝

無
所
属
・
元
職
 

町
内
唯

一
の
上
屋
付
プ
ー
ル

と
し
て
今
年
六
月
芦
野
公
園
の

一
角
に
オ
ー
プ
ン
し
た
B
&
G
 

財
団
金
木
海
洋
セ
ン
タ

ー
は
、
 

九
月
ま
で
に
二
万
三
千
七
百
九

十
五
人
の
入
館
者
を
記
録
し
、
 

も
っ
と
も
親
し
み
や
す
い
施
設

と
し
て
位
置
付
け
ま
し
た
。
 

町
の
強
い
要
望
と
B
&
G
財

団
の
配
慮
に
よ
り
建
設
さ
れ
た

待
望
の
プ
ー
ル
は
、
有
効
利
用

が
生
か
さ
れ
、
当
初
の
予
想
を

は
る
か
に
上
回
る
入
館
者
。
ー
ハ

月
か
ら
九
月
ま
で
の
四
カ
月
間

で
町
民

一
人
平
均

一
・
七
回
水
 

四
、
七
八
三
票

古
 
川
 
竹
 
夫

無
所
属
・
現
職
 

四
、
三
〇
〇
票
 

▽
有
権
者
数
 
一
〇
、一
一
四
六
人
 

▽
投
票
者
数
 
九
、

一
五
一
一
人
 

▽
有
効
票
 
 

九
、〇

八
三
票
 

▽
無
効
票
 

六
四
票
 

▽
不
受
理
票
 

五
票
 

▽
投
票

率
 
八
九

・三
二
％
 

実
効
計
画
は
、
二
万
七
百
五
十

人
で

一
日
平
均
利
用
者
数
が
百
 

福
祉
行
政
に
役
立
て
て
ー
。
 

と
東
京
都
八
王
子
市
に
住
む
伊

藤
忠
吉
さ
ん

（
七
十六
歳
）
が

さ
る
九
月
ニ
十
九
日
、
ふ
る
さ

と
の
当
町
を
訪
れ
、
町
に
一
千

万
円
の
寄
付
を
し
ま
し
た
。
 

伊
藤
さ
ん
は
、
昭
和
五
年
、
 

二
十
歳
ま
で
金
木
町
三
軒
町
に

住
ん
で
い
ま
し
た
が
、
そ
の
後

上
京
し
、
現
在
は
、
八
王
子
市

で
公
認
会
計
士
と
し
て
会
計
事
 
 九

三
人
。
こ
れ
が
実
際
に
は
子

想
以
上
の
一
日
平
均
二
百
三
十

五
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

予
想
を
十
五
パ

ー
セ
ン
ト
も

上
回
る
利
用
の
要
因
と
し
て
は
、
 

①
料
金
が
無
料
②
上
屋
付
プ

ー
 

ル
な
の
で
天
候
に
左
右
さ
れ
な

い
③
夜
間

（
九時
ま
で
）
で
も

利
用
で
き
る
④
水
温
が
ほ
ぽ

一

定
し
て
い
る
。
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
、
八
月
十
五
日
に
は
、
 一
日

最
多
利
用
者
数
六
百
十
六
人
を

記
録
し
ま
し
た
。
 

月
別
で
は
、
気
温
と
と
も
に

比
例
し
、
学
生
の
夏
休
み
期
間

中
も
影
響
し
て
八
月
の
九
千
一
一

十
人
を
ト
ッ
プ
に
七
月
l
五
千

七
百
六
十
五
人
、
六
月
ー
四
千
 

務
所
を
開
い
て
い
る
方
で
、
現

在
小
川
町
に
住
む
伊
藤
サ
そ
さ

ん
の
お
兄
さ
ん
に
あ
た
り
ま
す
。
 

お
母
さ
ん
の
十
三
回
忌
を
契

期
に
久
し
ぶ
り
に
故
郷
へ
帰
っ

た
伊
藤
さ
ん
は
 
「母
の
供
養
の

た
め
と
、
昔
お
世
話
に
な
っ
た

生
ま
れ
故
郷
の
た
め
に
寄
付
を

思
い
付
き
ま
し
た
。
少
し
で
も

役
に
立
て
れ
ば
 

い
と
言
葉

少
な
に
笑
顔
で
話
し
、
額
面

一
 
 九

百
五
十
三
人
、
九
月
ー
四
千

五
十
七
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

利
用
者
の
う
ち
、
小

・
中
・

高
の
学
生
が
最
も
多
く
全
体
の

七
十
五
パ

ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る

一
万
七
千
九
百
七
十
人
で
町
内

の
小
・
中
学
生
が

一
人
十
回
利

用
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

背
少
年
の
健
全
育
成
と
体
力

向
上
を
め
ざ
し
て
建
設
さ
れ
た

海
洋
セ
ン
タ
ー
も
町
民
の
最
も

親
し
み
や
す
い
施
設
と
し
て
位

置
付
け
ら
れ
、
水
泳
指
導
や
救

急
に
あ
た
る
特
殊
育
成
士
を
配

し
、
各
種
水
泳
大
会
や
親
子
水

泳
教
室
な
ど
の
催
し
で
来
シ

ー
 

ズ
ン
に
は
、
よ
り
以
上
の
効
果

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
 

千
万
円
の
預
金
証
書
を
古
川
竹

夫
町
長
に
手
渡
し
ま
し
た
。
 

町
で
は
、
こ
の
お
金
を
基
金

と
し
て
残
し
、
福
祉
活
動
に
役

立
て
る
よ
う
検
討
し
て
い
ま
す
。
 

■
 

に
親
し
ん
だ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

ー
 

町
で
立
案
し
た
高
効
率
使
用
 

鷺
熱
膚
 

伊
藤
忠
吉
さ
ん

（
東
京
都
）
 

町
に
一
千
万
円
の
寄
付
 

古itl町長に 1 千万円の証書を
手渡す伊藤さん（左） 

（
・
 



×～ 一ー 

(
 

③ 金木だより 

異
常
低
温
対
策
本
部
が
設
置

さ
れ
た
今
年
の
水
稲
は
、
夏
場

の
徹
底
し
た
水
管
理
に
よ
り
ど

う
に
か
平
年
作
と
な
る
様
相
を

濃
く
し
ま
し
た
。
 

田
植
え
か
ら
七
月
ま
で
の
生

育
期
間
に
異
常
低
温
注
意
報
が

七
回
も
出
さ
れ
「
ま
る
で
草
を

見
て
い
る
よ
う
な
感
じ
だ
っ
た
」
 

と
言
う
今
年
の
水
稲
も
農
業
改

良
普
及
所
や
農
協
な
ど
の
指
導
 
 で

水
管
理
を
徹
底
し
、
開
花
時

期
の
わ
ず
か
な
好
天
に
も
恵
ま

れ
て
ど
う
に
か
平
年
作
。
下
北

地
方
の
作
況
指
数
八
十
五

（
九

月
十
五
日
現
在
）
を
よ
そ
に
ま

ず
ま
ず
の
出
来
と
な
り
ま
し
た
。
 

昨
年
新
三
類
米
地
域
に
格
上

げ
さ
れ
た
津
軽
半
島
最
北
の
金

木
町
は
、
ア
そ
ヒ
カ
リ
が
主
流

で
九
日
行
わ
れ
た
金
木
農
協
の

初
検
査
で
も

一
等
米
。
十
日
か
 
 ら

二
週
間
遅
れ
の
初
検
査
と
な

り
ま
し
た
。
 

ヂ

年
度
産
の
政
府
売
渡
限
度

数
量
米
は
昨
年
よ
り
五
十

一
俵

少
な
い
十
三
万
八
千
八
百
五
俵

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
各

町
村
の
調
整
で
追
加
配
分
も
予

想
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

、ボ
稲
栽
培
の
総
仕
上
げ
と
言

え
る
米
の
乾
燥
調
整
は
、
三
類
 

今
年
度
か
ら
昭
和
六
十
七
年

度
ま
で
の
工
期
で
県
と
町
が
事

業
主
体
と
な
っ
て
進
め
ら
れ
て

い
る
ク
農
村
総
合
整
備
モ
デ
ル

事
業
4
は
昨
年
策
定
さ
れ
た
実

施
計
画
に
基
き
、
い
よ
い
よ
ス

タ
ー
ト
。
神
原
地
区
の
集
落
排

水
施
設
整
備
に
と
り
か
か
り
ま

し
た
。
 

事
業
は
、
 “
ひ
ば
の
香
り
高

い
太
宰
の
ふ
る
さ
と
金
木
中
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
①
健
康
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
緑
豊
か
な
ま
ち

②
働
く
喜
び
と
意
欲
が
も
て
活
 
 米

と
し
て
の
位
置
を
維
持
す
る

上
で
最
も
重
要
と
な
る
こ
と
か

ら
適
期
刈
り
取
り
と
過
乾
燥
の

防
止
並
び
に
精
米
段
階
で
調
整

で
き
る
も
み
混
入
比
減
な
ど
徹

底
し
た
管
理
に
目
を
光
ら
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
 

ま
た
、
政
府
売
渡
米
の
配
分

に
直
接
か
か
わ
り
の
あ
る
や
み

米
取
引
は
、
違
法
と
な
る
だ
け

で
な
く
、
稲
作
全
般
に
影
響
を

及
ぽ
す
こ
と
か
ら
絶
対
し
な
い

よ
う
関
係
機
関
で
は
呼
び
掛
け

て
い
ま
す
。
 

カ
あ
ふ
れ
る
ま
ち
③
心
の
豊
か

さ
と
文
化
を
創
造
し
明
る
い
声

が
こ
だ
ま
す
る
ま
ち
。
の
三
つ

の
基
本
目
標
に
沿
っ
て
農
村
の

生
活
環
境
と
農
業
の
生
産
基
盤

を
総
合
的
・

一
体
的
に
整
備
す

る
も
の
で
、
昭
和
六
十
七
年
度

ま
で
に
十

一
億
三
千
万
円
が
投

入
さ
れ
ま
す
。
 

今
年
度
は
、
神
原
地
区
の
集

落
排
水
施
設
整
備
四
百
メ
ー
ト

ル
と
金
木
川
に
架
か
る
金
木
地

区
山
道
町
の
橋
り
ょ
う
架
替
設

計
委
託
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
 

嘉
瀬
農
業
協
同
組
合
が
主
体

と
な
っ
て
進
め
て
い
る
新
農
業

構
造
改
善
事
業
で
、
ラ
イ
ス
セ

ン
タ
ー
が
完
成
し
、
さ
る
九
月

二
十
六
日
竣
工
式
を
行
い
ま
し

た
。
 

完
成
し
た
同
セ
ン
タ

ー
は
、
 

鉄
骨

一
部
三
階
建
で
、
毎
時
四

ト
ン
の
処
理
能
力
を
持
つ
も
み

ず
り
機
二
基
の
ほ
か
、
十
ト
ン

の
も
み
を
乾
燥
す
る
六
基
の
乾

燥
機
を
有
し
、
延
床
面
積
が
八

三
四
・
六
平
方
メ
ー
ト
ル
。
総
 
 エ

費
が
約
二
億

一
、
三
五
〇
万

円
で
昨
年
同
じ
新
農
構
事
業
で

完
成
し
た
り
ん
ご
貯
蔵
庫
隣
り

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
 

竣
工
式
は
、
吉
崎
忠
直
組
合

長
を
は
じ
め
関
係
者
約
六
十
人

が
出
席
し
、
神
事
を
行
い
完
成

を
祝
い
ま
し
た
。
 

こ
の
施
設
の
完
成
に
よ
り
、
 

嘉
瀬
地
区
約
一
〇
〇
ヘ
ク
タ

ー
 

ル
か
ら
収
穫
さ
れ
る
お
よ
そ
八

六
三
ト
ン
の
も
み
を
調
整
処
理

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

ム
フ
年
度
稲
作
は

平
年
並
 

限
度
数
量
十
三
万
八
千
八
百
五
俵

ー
 

新
農
構
事
業
で
 

ラ
イ
ス
セ
ン
タ
 
が
完
成
 

14日喜良市地区での収穫作業 

ライスセンターの完成を祝って行われた竣工式 
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c
 

蛇
ロ
を
ひ
ね
る
と
勢
い
よ
く
出
る
水
。
o
 

o

水
道
は
、
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
欠
か
o
 

o

せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

o
 

o
 

町
が
上
水
道
事
業
を
創
設
し
給
水
を
開

o
 

o

始
し
て
か
ら
今
年
で
十
年
を
経
過
し
施
設

o
 

o

と
し
て
の
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
 

o
 

、
配
水
管
布
設
は
八
十
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ブ
 

rー

ー
 
町
内
を
縦
横
無
尽
に
走
る
l

、
 

走
っ
て
い
ま
す
。
配
水
能
力
が
 

十
一
年
三
月
末
で
九
五
・
四
パ
 

ー
日
四
千
三
百
八
十
立
方
メ

ー
 
ー

セ
ン
ト
で
、
当
初
浅
井
戸
に

ト
ル
。
ド
ラ
ム
缶
に
し
て
ニ
万
 
頼
っ

て
い
た
町
内
の
生
活
用
水

一
千
九
百
本
に
及
び
ま
す
。
 

も
ほ
ぽ
全
世
帯
に
普
及
し
た
こ

普
及
率
も
年
々
増
加
し
、
六
 

と
に
な
り
ま
す
。
 

隙
（
澱
繊
織
繊
澱
帥
 

水
道
施
設
は
、
完
成
後
約
十
 

占
め
て
お
り
、
目
に
見
え
な
い

年
程
で
節
目
を
迎
え
る
と
さ
れ
、
 地
下
を
走
る
配
水
管
は
二
十
五

取
水
施
設
の
深
井
戸
や
管
理
事
 

年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

務
所
内
に
設
置
さ
れ
て
い
る
中
 

独
立
採
算
の
公
営
企
業
は
、
 

央
監
視
盤
を
は
じ
め
と
す
る
機
 

こ
う
し
た
耐
用
年
数
に
応
じ
て

械
器
具
の
帳
簿
上
耐
用
年
数
も
 
減

価
償
却
費
を
計
上
し
、
毎
年

＋
年
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

積
立
て
取
替
工
事
な
ど
に
あ
て

耐
用
年
数
で
比
較
的
長
い
も
 
ら

れ
る
し
く
み
に
な
っ
て
い
止
ユ・

の
が
配
水
池
の
六
＋
年
。
事
務
 
が
、

昭
和
六
十
年
度
ま
で
に
施

所
の
五
十
年
で
建
物
が
主
流
を
 
設

総
額
の
四

一
・
四
パ
ー
セ
ン
 

コ
 

・n‘
 
ト

に
あ
た
る
四
億
九
千
八
百
六
 

で
 

水
道
管

理
事
務
所
内
に
あ
る

中
央
監
視
盤
 

昭
和
四
十
八
年
度
か
ら
昭
和

五
＋
年
度
ま
で
の
三
カ
年
継
続

事
業
と
し
て
創
設
さ
れ
た
上
水

道
は
、
他
町
村
に
比
べ
約
十
年

程
遅
れ
、
高
度
経
済
成
長
時
代

の
転
換
期
と
も
羅
な
っ
て
事
業

費
も
約
十
倍
と
言
わ
れ
、
完
成

ま
で
に
約
十

一
億
六
千
五
百
万

円
を
投
入
、
昭
和
五
十

一
年
五

月
に
竣
工
し
ま
し
た
。
 

水
源
は
、
当
時
表
流
水
な
ど

に
頼
る
他
町
村
に
は
例
を
見
な

い
深
井
戸
で
そ
の
掘
削
深
度
も

約
三
百
メ
ー
ト
ル
。
法
の
規
制

に
よ
り
薬
品
投
与
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
る
た
め
滅
菌
を
施
し

飲
用
に
供
さ
れ
て
い
る
も
の
の

県
下
一
の
水
質
と
し
て
そ
の
ま

ま
飲
用
で
き
る
水
と
な
っ
て
い

ま
す
。
 

施
設
は
、
水
を
く
み
上
げ
る

取
水
施
設
。
高
台
に
あ
る
配
水

池

へ
送
水
す
る
送
水
施
設
。
配
 
 水

池
か
ら
配
水
管
を
通
っ
て
家

庭
ま
で
配
ら
れ
る
配
水
施
設
に

大
別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

金
木
町
の
場
合
、
取
水
施
設

が
送
水
施
設
と
と
も
に
川
倉
、
 

金
木
、
嘉
瀬
に
三
カ
所
。
貯
水

池
ニ
基
を
有
す
る
配
水
池
が
川

倉
山
、
嘉
瀬
山
に
ニ
カ
所
。
事

業
費
の
七
割
近
く
投
入
さ
れ
る

三
百
ミ
リ
か
ら
五
十
ミ
リ
ま
で

の
ロ
径
に
至
る
配
水
管
の
布
設

は
、
距
離
に
し
て
青
森
市
を
往

復
で
き
る
八
十
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
に
及
び
町
内
を
縦
横
無
尽
に
 

!
 

十
年
の
歳
月
は
、
取
水
さ
れ

配
水
池
か
ら
送
ら
れ
る
年
聞
約

九
十
七
万
立
方
メ
ー
ト
ル
の
貴

重
な
水
を
、
実
際
私
た
ち
が
生

活
用
水
と
し
て
使
用
し
、
料
金

の
対
象
と
な
る
有
収
水
量
五
十

九
万
立
方
メ
ー
ト
ル
に
縮
め
、
 

残
り
三
十
八
万
立
方
メ
ー
ト
ル

の
う
ち
約
ニ
十
万
立
方
メ
ー
ト

ル
を
防
火
水
や
プ
ー
ル
な
ど
の

公
共
施
設
に
、
お
よ
そ
十
八
万
 
 十

万
が
減
価
償
却
の
累
計
額
に

な
っ
て
い
ま
す
。
 

＋
年
間
の
節
目
を
迎
え
た
現

在
の
水
道
施
設
も
取
水
能
力
の

低
下
や
機
器
の
修
繕
が
目
立

つ

よ
う
に
な
り
、
配
水
管
漏
水
修

繕
を
含
む
昭
和
六
十
年
度
修
繕

費
が
約
三
百
万
円
、
昭
和
五
十

九
年
度
は
、
取
水
ポ
ン
プ
の
取

替
も
含
め
約
七
百
万
円
に
上
っ

て
い
ま
す
。
 

普
及
率
九
五
・
四
パ
ー
セ
ン

ト
の
水
道
事
業
で
維
持
管
理
に

重
点
を
置
く
現
在
、
施
設
の
老

朽
進
行
は
深
刻
な
問
題
と
な
り
、
 

目
安
と
な
る
耐
用
年
数
の
到
来

で
修
繕
、
取
替
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
年
が
統
い
て
い
ま
す
。
 

立
方
メ
ー
ト
ル
を
全
く
の
無
駄

と
な
る
漏
水
で
地
中
な
ど
に
流

出
し
、
有
収
率
を
昭
和
六
十
年

度
で
六
O

・
三
％
と
低
く
し
て

い
ま
す
。
 

漏
水
は
、
配
水
管
の
老
朽
化

だ
け
で
な
く
、
地
震
に
よ
る
被

害
が
最
も
多
く
、
配
水
管
の
持

つ
一
定
の
伸
縮
力
以
上
の
力
が

加
わ
る
と
簡
単
に
亀
裂
が
入
り
、
 

水
を
流
出
し
ま
す
。
目
に
見
え
 

漏
水
量
は
 

年
間
十
八
万
立
方
メ
ー
ト
ル
 

(
 

、
 

「
 

（

一
 

'
 



な
い
よ
う
な
小
さ
な
穴
か
ら
で

も
高
い
水
圧
に
よ
り
囲
リ
の
砂

を
巻
き
込
み
回
転
さ
せ
管
を
だ

ん
だ
ん
削
り
取
っ
て
漏
水
量
を

多
く
し
て
い
き
ま
す
。
 

水
が
路
上
な
ど
に
流
出
し
て

は
じ
め
て
発
見
で
き
る
漏
水
は

ど
こ
の
事
業
体
で
も
そ
の
対
策

に
追
わ
れ
て
い
る
現
状
に
あ
り

ま
す
。
 

＼、 普及率 有収水量 有収率 

51年度 55. 8% 228.220n 83.3 % 

52年度 60.1 % 278 .400n1 83.4 % 

53年度 68.4 % 382.800nf 82.3 % 

54年度 80.33% 446.787m' 86.96% 

55年度 83.48% 446, 796m 86. 95% 

56年度 85. 78% 468.198ni 87.09% 

57年度 88. 61% 497.900mb 85.03% 

58年度 90. 65% 537,521n1 86. 96% 

59年度 93.56% 582.521n 58.4 1% 一 

60年度 95.46% 588,529n 60.34% 

10 年問の推移 

水
道
料
金
は
施
設
使
用
料
と

も
言
わ
れ
、
拡
張
工
事
が
あ
る

と
料
金
に
は
ね
返
り
、
施
設
総

額
の
違
い
か
ら
ど
こ
の
町
村
で

も
異
な
り
ま
す
。
 

全
国
で

一
番
高
い
基
本
料
金
 

藤
糞
態
憲騎
毅
腫翻
騒
 

ク
ッ
キ
ソ
グ
⑦
 

単
年
度
で
は
 

黒
字
経
営
続

く
 

⑤ 金木だより 棚冊川I'll"'・ 

配
水
管

の
漏
水
修
繕
作

業
 

~ 竃、 I 
ミたらのクリーム煮こ 
嘉瀬後町土岐和子さん 

TEL 52-5274 

こ
の
十
年
間
の
経
営
状
況
は
、
 

普
及
率
と
と
も
に
安
定
し
、
昭

和
五
十
三
年
度
か
ら
単
年
度
黒

字
の
連
統
。
給
水
原
価
も
昭
和

六
十
年
度
で
初
め
て
三
百
円
台

を
割
り
一
立
方
メ
ー
ト
ル
あ
た

リ
二
百
八
十
八
円
と
な
り
、
供
 

玉
ね
ぎ
 

・
二
百
グラ
ム

バ
タ

ー
 
大
さ
じ
三
 

片
栗
粉
 
大

さ
じ
三

▽
作
り
方
 

①
た
ら
に
片
栗
粉
を
ま
ぶ
し
て

ゆ
で
ま
す
。
ほ
う
れ
ん
草
も
さ

っ
と
ゆ
で
ま
す
。
人
参
を
せ
ん

切
り
に
し
て
ゆ
で
、
乱
切
り
に

し
た
玉
ね
ぎ
と
い
っ
し
ょ
に
バ

タ
ー
で
妙
め
、
水
気
を
お
さ
え

る
た
め
小
麦
粉
を
振
っ
て
か
ら

ま
せ
ま
す
。
②
鍋
に
バ
タ
ー
を
 
 ら

の
企
業
債
借
入
で
支
払
利
息

を
含
め
年
間
約

一
億
一
千
万
円

の
返
済
。
少
し
ず
つ
減
額
さ
れ

な
が
ら
も
昭
和
八
十
二
年
度
ま

で
、
残
り
約
ニ
十
年
で

一
掃
さ

れ
る
に
至
り
ま
し
た
。
 

昭
和
五
十

一
年
度
の
事
業
開

始
か
ら
十

一
年
目
を
迎
え
た
今

年
、
水
道
事
業
は
維
持
管
理
に

お
け
る
中
間
地
点
を
迎
え
、
修

繕
を
含
ん
だ
施
設
の
総
点
検
時

が
到
来
し
、
累
横
赤
字
の
解
消

と
と
も
に
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。
 

と
か
し
、
小
麦
粉
を
振
り
入
れ

て
焦
が
さ
な
い
よ
う
に
弱
火
で

妙
め
、
牛
乳
を
少
し
ず
つ
加
え

て
ル
ー
を
な
め
ら
か
に
の
ば
し
、
 

塩
、

コ
シ
ョ
ウ
で
調
味
し
て
ホ

ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
を
作
り
ま
す
。
 

③
ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
に
た
ら
、
 

ほ
う
れ
ん
草
、
人
参
、
玉
ね
ぎ

を
入
れ
て
温
め
る
程
度
に
火
を

と
お
し
て
出
来
上
り
で
す
。
 

▽
コ
ツ
と
応
用
 

ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
ス
の
代
わ
り

に
シ
チ
ュ
ー
の
素
を
牛
乳
で
溶

い
て
混
ぜ
合
わ
せ
た
も
の
を
使

っ
て
も
お
い
し
い
で
す
。
 

J
I、ー
、
 

・
 

一加
w
 

藤
崎
町
の
ニ
千
ニ
百
円
が
最
高
 
給

単
価
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
 

施
設
使

用
料
脚
 

で
』
四
百
九
十
円
の
青
森
市
が
 
し

か
し
、
当
初
の
赤
字
額
が
 

ー
 
：
1
1
，ー

ー
ー
，
ー
 

最
低
と
な
っ
て
お
り
、
創
設
年
 
今
だ

に
尾
を
引
き
累
積
欠
損
金

が
十
立
方
メ
ー
ト
ル
で
三
千
円
、
 度
の
古

い
事
業
体
が
、
建
設
資
 
と
し

て
約
六
千
三
百
万
を
か
か

逆
の
最
低
が
六
十
円
と
著
し
い
 
材
の
安

さ
と
相
ま
っ
て
低
料
金
 
え
て
い
ま

す
。
 

格
差
が
あ
り
ま
す
。
県
下
で
は
 
で

供
給
し
て
い
ま
す
。
 

創
設
事
業
費
の
大
半
が
国
か
 

魚
の
嫌
い
な
子
供
に
も
好
評
 

▽
材
料
 
（

5
人
分
）
 
小

麦
粉
 
大
さ
ヒ
五
 
ホ
ワ
イ
 

な
“
タ
ラ
の
ク
リ
ー
ム
煮
ク
こ
 
甘
塩
タ

ラ
 

五
百
グ
ラ
ム
 
牛
乳
 

二
百

」
・
ト
ソ

ー
 

れ
か
ら
の
季
節
、
体
の
暖
ま
る
 
ほ

う
れ
ん
草
 
百
グ

ラ
ム
 
塩
 
少

々
 
ス
 

土
岐
さ
ん
の
自
慢
料
理
で
す
。
 

人
参
 

百
グ
ラ
ム
 
コ
シ
ョ

ウ
 
少

々
 

o
o
oオ
了叩
ー
 
y
o
k
mgー
 
白
o
oズ言
‘
ー

o
o
o
k
5
g
ー
 
〈
どo
胃
了●
ー

y
o
kぎ
《
ー
 
ーg
o
r了
皿
ー
 

o
ズ
了皿
ー
 

o
rぎ
．
 

、
 



10月12日、金木中学校グラ

ンドを主会場に第8回金木町

総合体育大会が開催され町民約 

500人がスボーツの秋を満喫しま 

した。競技は、陸上、ソフトボール、 

バレーボール、卓球、ゲートボール

の5種目で、お弁当持参の家族連 

れなどで賑い、名プレー珍ブレ

一に盛んな拍手が送られてい

ました。 

回 
体育大会 
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線

細
襲
鷲
夢
 

太
宰
の
ふ
る
さ
と
を

一
見
し

よ
う
」
と
さ
る
十
月
七
日
北
海

道
の
高
校
生
百
十
一
人
が
修
学

旅
行
で
金
木
町
を
訪
れ
、
こ
ぎ

ん
刺
し
と
凧
絵
作
り
の
体
験
学

習
を
し
ま
し
た
。
 

訪
れ
た
の
は
、
“流
氷
の
町
）
 

で
知
ら
れ
る
北
海
道
紋
別
郡
興

部
（
オ
コ
ッ
ぺ
）
町
の
興
部
高

等
学
校
（
斉
藤
勝
雄
校
長
ー
生

徒
三
百
二
十
人
）
二
年
生
の
男

子
五
十
人
、
女
子
六
十
人
の
生

徒
で
、
こ
れ
ま
で
京
都
、
奈
良
 
 方

面
の
旅
行
を
続
け
て
い
た
も

の
の
今
年
は
拝
観
停
止
な
ど
の

規
制
が
あ
っ
た
た
め
、
五
泊
六

日
の
日
程
で
平
泉
中
尊
寺
八
百

年
祭
な
ど
を
主
体
と
し
た
東
北

文
学
の
旅
に
切
り
替
え
、
金
木
 
 町

を
訪
れ
た
も
の
で
す
。
 

こ
の
日
県
観
光
物
産
館
ァ
ス

パ
ム
を
見
学
し
た
あ
と
、
太
宰

の
ふ
る
さ
と
を
訪
れ
た
一
行
は
、
 

「太
宰
ふ
る
さ
と
会
」
 
の
歓待

を
受
け
、
川
倉
奏
の
河
原
で
イ

タ
コ
の
口
寄
せ
を
聞
き
芦
野
公

園
で
昼
食
。
ふ
る
さ
と
会
が
準

備
し
た
豚
汁
と
焼
肉
に
「
お
か

わ
り
」
の
連
続
で
旅
行
中
の
弁

当
と
は
違
っ
た
心
の
こ
も
っ
た

も
て
な
し
を
受
け
ま
し
た
。
 

こ
の
あ
と
、
男
子
が
中
央
公

民
館
で
凧
絵
、
女
子
が
自
然
休

養
村
管
理
セ
ン
タ
ー
で
こ
ぎ
ん

刺
し
の
体
験
学
習
を
し
、
「
こ
ぎ

ん
刺
し
は
と
て
も
き
れ
い
。
完

成
し
た
ら
皆
ん
な
に
見
せ
て
あ

げ
た
い
」
と
慣
れ
な
い
手
付
き

で
こ
ぎ
ん
糸
を
刺
し
、
思
い
出

の
ー
ペ
ー
ジ
を
作
っ
て
い
ま
し

た
。
 

体験学習でこぎん刺しをする女子高生 

あ
い

さ
つ

運
動

」
 
ー金
木
町
教
育
委
員
会
廿
 

o
朝
お
き
た
ら
家
族
で
 

“お
は
よ
う

（
 

〇
道
で
出
あ
っ
た
人
に
も
 
“

お
は
よ
う
）
 

〇
学
校
で
、
職
場
で
 

“お
は
よ
う
）
 



(
 

八

、
ト
ム
い
ヤ
で
塵

」
耗
レ
と

ノ
．I~

j
+
g》
》
ー夜
月

Jク
、
 

利
尿
、
健
胃
薬
と
し
て
効
果
が
あ
る
“
ハ
ト
ム
ギ
《
を
「
健

康
茶
に
し
て
愛
用
し
よ
う
。」
と
喜
良市
地
区
の
お
年
寄
り
が
栽

培
に
取
り
組
み
、
さ
る
＋
月
一
日
刈
り
取
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
“
ハ
ト
ム
ギ
ー
栽
培
は
、
 

喜
良
市
地
区
の
お
年
寄
り
を
対

象
に
し
た
県
の
農
村
高
齢
者
役

割
向
上
対
策
事
業
で
実
施
し
て

い
る
も
の
で
、
病
害
虫
の
被
害

が
少
な
く
手
間
も
そ
れ
ほ
ど
か

か
ら
な
い
こ
と
か
ら
今
春
、
金

木
農
業
改
良
普
及
所
の
指
導
で

岩
見
町
な
ど
三
カ
所
の
畑
十
ア
 

ー
ル
に
作
付
さ
れ
て
い
た
も
の

で
す
。
 2

1才

A
型
し
し

座
 

島
 
華
 
子
さ

ん
 

.．~．．~●●~．．~●●~●‘ ~’ ‘~“~“ ~” ~” ~“~‘ ‘ ~●●~ ・・ ~・ ・ ~． ・ ~， ． ~，. 
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こ
れ
ま
で
、
同
地
区
の
お
年

寄
り
三
十
人
が
種
ま
き
か
ら
定

植
、
草
と
り
な
ど
す
べ
て
手
掛

け
て
き
た
だ
け
に
刈
り
取
り
と

も
な
る
と
喜
び
も
ひ
と
し
お
で
、
 

黒
い
実
を
た
く
さ
ん
結
び
背
丈

が

ー
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
伸
び
た

ハ
ト
ム
ギ

ー
株
一
株
が
て
い
ね

い
に
刈
り
取
ら
れ
ま
し
た
。
 

ハ
ト
ム
ギ
は
、
自
然
食
ブ

ー
 

ム
を
反
映
し
て
最
近
話
題
を
呼

ん
で
い
ま
す
が
、
同
地
区
の
お

年
寄
り
は
、
健
康
茶
と
し
て
愛

用
す
る
ほ
か
、
粉
末
に
し
て
お

菓
子
な
ど
の
材
料
に
も
利
用
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
 

現
在
勤
務
し
て
い
る
引
事

は
、
司
法
書
士
・
土
地
家
屋

調
査
士
の
補
助
者
。
と
、
名

前
は
華
々
し
い
ん
で
す
が
、
 

内
容
は
不
動
産
の
売
買
や
抵

当
関
係
の
代
書
人
で
不
動
産
 
 登

記
等
の
申
請
書
作
り
が
主

で
す
。
 

3
年
6
ケ
月
経
ち
ま
す
け

ど
、
奥
が
深
く
い
ま
だ
に
勉

強
の
毎
日
で
す
。
そ
の
為
言

う
ま
で
も
な
く
失
敗
談
も
あ
 
 れ

こ
れ
。
そ
の
代
わ
り
一
般

の
人
で
は
縁
の
な
い
物
事
に

接
触
出
来
ま
す
。
 

休
日
は
洗
濯
や
買
物
、
お

料
理
は
駄
目
で
す
が
、
時
に

は
お
菓
子
を
作
っ
た
り
。
旅

行
が
好
き
で
暇
と
お
金
が
出

来
れ
ば
、
ち
ょ
く
ち
ょ
く
出

か
け
て
い
ま
す
。
も
ち
ろ
ん

一
人
で
。
 こ
の
次
の
計
画
は

長
崎
あ
た
り
か
な
？
。
 

夢
は
自
分
に
ぴ
っ
た
り
の

男
性
と
巡
り
逢
い
暖
か
い
家

庭
を
い
と
な
む
こ
と
で
す
。
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平
均
1
分
間
に
6
0ー
8
0回
で
あ

る
が
、
心
臓
の
刺
激
発
生
や
伝

導
障
害
の
た
め
心
拍
数
が
1
分

間
に
4
0以
下
に
な
っ
て
く
る
と
、
 

心
拍
畠
量
（
心
臓
が
血
液
を
送

り
出
す
量
）
が
減
少
し
、
そ
の

た
め
に
H
常
の
動
作
が
活
発
に

で
き
な
く
な
り
、
疲
れ
易
く
な

っ
て
く
る
。
更
に
心
拍
数
が
減

少
し
た
り
、
或
は
5
秒
以
上
も

心
停
止
が
お
き
た
り
す
る
と
脳

へ
の
血
液
循
環
が
不
十
分
に
な

っ
た
り
、
或
は
停
止
し
た
り
し

て
、
め
ま
い
や
失
神
等
の
発
作
 

（
●
旨
ョ
い
ーSto
ke
s発
作
）
をお

こ
し
、
更
に
は
死
の
危
険
が
迫

っ
て
く
る
。
 

こ
の
よ
う
に
心
拍
数
の
病
的

な
減
少
に
よ
る
種
々
な
血
液
循
 
 環

不
全
の
症
状
が
出
て
き
た
場

合
行
う
治
療
法
の
ー
つ
と
し
て

人
工
ペ

ー
ス
メ
ー
カ
ー
が
あ
り
、
 

一
時
的
に
体
外
か
ら
行
う
も
の

と
、
皮
ド
に
植
え
込
み
恒
久
的

に
行
う
も
の
と
が
あ
る
。
 こ
れ

は
、
心
臓
の
筋
肉
に
弱
い
人
工

的
電
気
刺
激
を
与
え
る
こ
と
に

よ
り
心
臓
を
収
縮
さ
せ
、
心
拍

数
を
生
理
的
に
保
と
う
と
す
る

治
療
法
で
、
こ
れ
に
よ
り
血
液

循
環
不
全
は
改
善
さ
れ
め
ま
い
、
 

失
神
等
の
症
状
も
軽
快
す
る
こ

と
に
な
る
。
 

最
近
、
疲
れ
易
く
な
っ
た
。
 

時
に
め
ま
い
が
し
、
ひ
ど
い
時

に
は
意
識
が
な
く
な
る
と
い
っ

た
症
状
の
あ
る
場
合
、
自
分
の

手
首
や
心
臓
に
指
を
あ
て
、
脈

を
ま
ず
触
れ
て
み
て
下
さ
い
。
 

乱
れ
て
い
た
り
、
1
分
間
に
4
0
 

以
下
だ
っ
た
り
し
た
時
は
な
る

べ
く
早
く
診
察
を
受
け
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。
 

お
し
あ
わ
せ
に

露
鐸
磯
覇
が

林
 

（
総
磐

総
嘉
林
 

（諜
購
型
範
細
琳
 

（験
響
一
喋
姦叙
 

（
難
難
略
扇
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（
離
為
一
鍵
船
琳
 

（
鶏丁
賀
琵
餌
慕講
 

（認
叡
鷲
菱
離

栖
 

（
離撫
秘
舞
編

叔
 

金木病院カルテ⑩ 

心臓とめまい 
内 科 丹 野 恒 明 

め
ま
い
を
訴
え
、
我
々
の
外

来
を
訪
れ
る
人
は
多
い
が
、
メ

ニ
エ
ー
ル
病
、
脳
血
管
障
害
、
 

自
律
神
経
失
調
症
、
強
度
の
肩

こ
り
、
脳
腫
蕩
等
々
、
関
連
す

る
科
は
耳
鼻
科
、
内
科
、
眼
科
、
 

脳
外
科
、
産
婦
人
科
、
精
神
科

等
、
か
な
り
多
く
の
科
が
関
与

し
て
く
る
。
我
々
は
患
者
さ
ん

の
話
や
、
身
体
所
見
か
ら
、
め

ま
い
の
性
質
を
判
断
し
、
治
療

し
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
重
篤
 

な
症
状
を
ひ
き
お
こ
し
、
早
急

な
治
療
を
必
要
と
す
る
め
ま
い
、
 

失
神
の
ひ
と
つ
と
し
て
心
臓
の

機
能
異
常
に
よ
る
も
の
が
あ
る
。
 

め
ま
い
、
失
神
の
原
因
と
な

る
心
臓
機
能
異
常
の
主
な
も
の

と
し
て
不
整
脈
が
あ
げ
ら
れ
る
。
 

そ
の
不
整
脈
の
な
か
で
も
完
全

房
室
プ
ロ
ッ
ク
ゃ
洞
不
全
症
候

群
等
の
徐
脈
性
不
整
脈
が
、
め

ま
い
、
失
神
の
原
因
と
な
る
こ

と
が
多
い
。
正
常
な
心
拍
数
は
 

（
あ
な

た
の

差
曇
思
 

o
美
晴
町

の
大
橋
源

次
郎
さ
ん

（七
十
五
歳
）
 
が火
葬

場
に
掛
け
軸
を
寄
贈
し
て
く
れ
ま
し
た
。
 

一
 o
米
町

の
秋
元
伸
仁
君
（

中

一
）
が
小
学
一
年
生
か
ら

一
 
貯
金
し

た

一
円
玉
千
三
百
十
六

円
を
町
社
会
福
祉
協

議
会
に

寄
付
し

て
く
れ
ま
し

た
。
 

‘
ー
あ

り
が
と
・2
こ
ざ
い
ま
す
 


